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日本列島周辺プレート配置 日本列島周辺で見られる地震のタイプ

　日本周辺の地震活動は、プレートテクトニクスと
密接に関連がある。プレートテクトニクスとは、「地

う硬い岩盤で覆われており、それがアセノスフェア
といわれる粘性の低い、やわらかい層の上を運動し
ている。地球上の主要な地震や造山運動などの変動
はそれらの岩盤が互いに接する境界で起こる」とい
う考えのことである。プレート境界には、プレート
の相対運動により、互いに⑴近づく収束境界、⑵離
れる発散境界および⑶すれちがう横ずれ境界があ
る。海洋プレートと大陸プレートの収束境界では、
海洋プレートの密度が少し大きいので、マントル中
に沈み込んでいくことができる。日本列島は、この
沈み込みによる島弧‐海溝系に位置している。
　左図に日本列島周辺のプレートの配置と相対的な
運動方向を示す。日本列島は陸のプレートであるユ
ーラシアプレートと北米プレート、海のプレートで
ある太平洋プレートとフィリピン海プレートが沈み
込む境界付近に位置している。日本列島は中部地方
をほぼ南北に縦断する境界で北東側が北米プレート
に、南西側がユーラシアプレートに属し、この境界
は日本海東縁部を通るといわれている。しかしなが
ら、この境界については異論を唱える研究者もいる。
太平洋プレートは千島－日本海溝で北米プレートの

下に、フィリピン海プレートは南海トラフ、駿河ト
ラフおよび相模トラフでユーラシアプレートの下に
沈み込んでいる。太平洋プレートは日本列島に東か

いている。太平洋プレートとフィリピン海プレート
の境界は、伊豆－小笠原海溝で太平洋プレートがフ
ィリピン海プレートの下に沈み込んでいる。
　このように日本列島の太平洋側では海のプレート
が陸のプレートの下に沈み込んでいるため、東‐西
方向および南東－北西方向に強い圧縮の力が加わっ
ている。このプレート運動が原因となって、右図に
示すように、海のプレートと陸のプレートとの境界、
海のプレートの内部および陸のプレートの内部で地

のプレート境界で発生した例である。陸のプレート
内で発生する地震は、いわゆる活断層による地震の

比較的浅部でおこり、我々の生活空間の直下で起こ
るためしばしば大きな被害をもたらす。


